
                           

 

             学 長 定 例 記 者 会 見  要 項   

 

日  時： 平成２４年１月５日（木） １１：００～１１：３０ 

場  所： 事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 

 

   発 表 事 項     

１．平成２４年度 運営費交付金等の内示状況 

２．山形大学の行動計画『結城プラン２０１２』 

３．『山形大学東北創生研究所』始動！ 

４．国立大学２例目！ 看護部長が医学部看護学科教授に就任 

５．『大学入試センター試験』取材に係るお願い 

 

    お 知 ら せ     

１．国際事業化研究センター談話会『放射性同位元素を用いた癌の診断・治療』 

２．工学部荒川サテライトオープンカレッジ２０１２『改革とリーダーシップ』 

３．（ＮＰＯ）Ｙ－ＭＯＴネットワーク『イブニングサロン in ＹＯＮＥＺＡＷＡ』 

４．大学コンソーシアムやまがた『やまがた夜話』（１月分、２月分） 

５．入試直前相談会 

 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日  時：平成２４年１月２４日（火） １１：００～１１：３０ 

場  所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 
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                                   平成２４年１月５日                  

山 形 大 学 

      

平成２４年度  運営費交付金等の内示状況  

 

１．運営費交付金（復興特別会計計上分を含む） 

  

    平成２４年度予算額（案）    １２，１６３百万円 

    平成２３年度予算額       １２，０３８百万円 

    増減額                １２５百万円（１．０４％増） 

 

 

２．主な新規事項 

 

（教育研究プロジェクト関係） 

  ①次世代個別化医療の実現に向けた新しい医学教育の展開  

  ②教員養成機能の充実 

 

（設備関係） 

  ①テーラーメイド医療を支援する食事提供のための厨房設備  

  ②マイクロ・ナノリソグラフィ実習教育設備  

 

（施設整備実施予定事業） 

  ①（医病）外来棟・中央診療棟改修（病院再整備事業）  

  ②総合研究棟改修（医学系） 

 

 

３．復興特別会計計上分（再掲） 

 

  被災学生に係る授業料等免除分     １１８百万円 

 

 

（お問い合わせ） 

山形大学財務部財務課 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４０４１ 
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                                   平成２４年１月５日                  

山 形 大 学 

      

山形大学の行動計画『結城プラン２０１２』 
 

 山形大学のアクション・プランとして「結城プラン２０１２」を 

作成しました。「結城プラン２００８」から数えて、５回目のも 

のとなります。 

 

１．「結城プラン２０１２」は６５課題を掲げました。  

○「結城プラン２０１１」は６３課題のうちの８７％を達成。  

○ 未達成課題への再チャレンジも含め、６５の課題を提示。  

 

２．課題の例 

○基盤教育の質の一層の充実を図るため、基盤教育評価改善会議による点検評価を

踏まえ、学外の高等教育の専門家による外部評価を実施します。（教育－ＰＬＡＮ４）  

○戦略的な就職支援を図るため、本学学生受入企業を学長が訪問し、企業トップ及び

ＯＢ・ＯＧとの意見交換を行います。（学生支援－ＰＬＡＮ６）  

○物質科学、生命科学分野の基礎研究、工学等分野の応用研究の推進と新しい東北

創生を図るため、３ギガエレクトロンボルト級の放射光施設の東北地方への設置を目

指します。（研究－ＰＬＡＮ６） 

○重粒子線による最先端がん治療施設の附属病院への設置を目指します。（医療－ＰＬ

ＡＮ４） 

○山形県民に山形大学の知的財産を紹介するため、県内各地域で山形県民シンポジ

ウムを開催し、地域の文化の向上に寄与します。そして、ハードパワーからソフトパワー  

社会に向けて多面的な情報を発信し、地域の発展に貢献します。（社会連携－ＰＬＡ  

Ｎ１） 



 

○アフリカ及び南米の交流拠点を機能的に活用し、それらの地域の教育・研究機関等と

の交流を通して、国際共同研究や研究者及び学生の交流等を活性化します。（国際

交流－ＰＬＡＮ５） 

○大学のホームページの全面改訂に伴い、外国語のホームページを全面的にリニューア

ルし、国際的な情報発信を強化します。（総務－ＰＬＡＮ８）  

○東北創生研究所を立ち上げ、自立分散型社会システムとその基盤となる新たな社会

構造、産業構造、食料生産等について学際的な研究を遂行し、東北地方における新

しい社会の創生を目指します。（総務－ＰＬＡＮ１０）  

○多様化・複雑化する調達について、効果的な調達を実現するため、競争性、透明性と

効率性のバランスに配慮した、山形大学における戦略的な調達の基本方針を策定し

ます。（財務－ＰＬＡＮ２） 

○災害発生時の自治体等との連携を強化し、総合的な防災体制の充実を図ります。

（危機管理・業務改善－ＰＬＡＮ３） 

 

３．山形大学全体で改革を計画的・継続的に実行していきます。  

   ○「結城プラン２０１２」を全教職員のほか在学生及び全新入生に配布。  

   ○本学ホームページの「学長室だより」で公開。 

   ○１２月に達成状況を検証し、来年1月には「結城プラン２０１３」を策定する予定。 

 

 

（お問い合わせ） 

山形大学企画部 企画課 荒木 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４１９０ 
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                                   平成２４年１月５日                  

山 形 大 学 

      

『山形大学東北創生研究所』始動！  

 学部の枠を越えた全学の英知を結集し、東北地方における新しい 

自立分散型社会システムの創生を目指します。 

 
◇山形大学は、平成２４年１月１日『山形大学東北創生研究所』を設立しました。 
 所長には、北野通世 理事・副学長が就任しました。 

 
◇大学には、１０年後、２０年後の東北はどうあるべきか考え、提案し、実践し
ていく使命があります。 

 
◇東日本大震災を受けて、従来の一極集中型の社会システムがもたらす様々の問

題が浮き彫りになりました。 
 
◇『山形大学東北創生研究所』は、自立分散型社会システム及びその基盤となる
新たな産業構造のモデル構築について研究し、東北地方における新しい社会シ
ステムの創生を目指します。 

 
◇山形大学総合研究所（上山市金瓶）５階の約３００㎡のスペースに、３つの研
究部門を設置しました。 

 
○社会創生研究部門（部門長：人文学部  下平裕之 教授） 
・自立分散型社会の創生 

・新たな社会モデルの創生 
○産業構造研究部門（部門長：大学院理工学研究科 高橋 幸司 教授） 
 ・地域分散型産業構造の創生 
○食料生産研究部門（部門長：農学部 村山 秀樹 教授） 
 ・食料生産基地としての東北地方の創生  
 ・人材育成、新たな農業経営の創生 
 

 

（お問い合わせ） 
山形大学企画部 研究支援課 渡邉 
（ＴＥＬ）０２３－６２８－４８３９ 

 



山形大学東北創生研究所 

   研究所長  

社会創生研究部門 

  部門長（人文） 

  研究員 （８人） 
   （人文、地教、理、医） 
 

※自立分散型社会の創生 

人口減少社会のあり方 

〈中山間部社会のあり方〉 
地方中核都市と地方定住都市 

 

※新たな社会モデルの創生 

医療・福祉モデル 

教育・文化モデル 
 

 

  部門長（農）   
  研究員（７人） 
   （理、農） 
 

※食料生産基地としての東北
地方の創生 

人材育成・新たな農業経営の
創生 

ブランド化 

六次産業化（フードシステムの
創生） 
流通機構の改新 

食料生産研究部門 

  部門長（工）     

  研究員（７人） 
   （理、工） 
 

※地域分散型産業構造の創生 

産業立地 

交通・流通体系の再構築 

エネルギー対策 

 

産業構造研究部門 

チーフコーディネーター 
コーディネーター 

自
治
体 

モ
デ
ル
地
域 

各
種
団
体 

研
究
機
関 

エリアキャンパスもがみ 

蔵王協議会 

まちづくり研究所 

エリアキャンパスもがみ 

国際事業化研究センター 

調 整 

連絡調整 連絡調整 連絡調整 

連携 連携 

連携 

連携 連携 



◎所　　長
副 学 長 北 野 通 世

　部門長

人 文 学 部 教 授 下 平 裕 之

　研究員

人 文 学 部 教 授 是 川 晴 彦

人 文 学 部 教 授 山 田 浩 久

地域教育文化学部 准 教 授 齋 藤 学

理 学 部 教 授 栗 山 恭 直

理 学 部 教 授 柴 田 晋 平

医 学 部 教 授 村 上 正 泰

医 学 部 講 師 寶 澤 篤

医 学 部 助 教 大 竹 ま り 子

◎産業構造研究部門（８人）
　部門長

理 工 学 研 究 科 教 授 高 橋 幸 司

　研究員

理 学 部 教 授 臼 杵 毅

理 学 部 教 授 栗 原 正 人

理 学 部 准 教 授 近 藤 慎 一

理 工 学 研 究 科 准 教 授 落 合 文 吾

理 工 学 研 究 科 准 教 授 夫 勇 進

理 工 学 研 究 科 准 教 授 松 田 圭 悟

理 工 学 研 究 科 助 手 樋 口 健 志

◎食料生産研究部門（８人）
　部門長

農 学 部 教 授 村 山 秀 樹

　研究員

理 学 部 教 授 半 澤 直 人

理 学 部 教 授 横 山 潤

農 学 部 教 授 小 山 浩 正

農 学 部 准 教 授 加 来 伸 夫

農 学 部 准 教 授 藤 科 智 海

農 学 部 准 教 授 森 静 香

農 学 部 准 教 授 渡 部 徹

企 画 部 教 授 小 嶋 典 夫

◎コーディネーター
Ｅ Ｍ 部 准 教 授 村 松 真

◎チーフコーディネーター

◎社会創生研究部門（９人）

東北創生研究所　構成員名簿（平成２４年１月１日）
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                                   平成２４年１月５日                  

山 形 大 学 

      

国立大学２例目！ 看護部長が医学部看護学科教授に就任  

「理論と実践知の統合」の理念を更に発展させるために、現職の 

医学部附属病院看護部長が医学部看護学科地域看護学教授に就任 

します。 

 

◇４月１日付けで、医学部附属病院看護部長 大谷
おおたに

和子
か ず こ

が、医学部看護学科地域

看護学教授に就任いたします。 

 

◇山形大学では、日々高度化する医療現場に対応できる看護師を養成するため、

看護教育の中に附属病院において日夜行われている最新の医療に触れる機会を

重視しています。 

その一環として、「理論と実践知の統合」の理念のもと、全国で初めて平成２３

年４月から、医学部看護学科と附属病院看護部の人事交流を行っています。 

 

 ◇就任する地域看護学は、在宅看護・在宅介護等の在宅医療や地域保健を担う人

材を教育し研究する講座です。 

 

◇在宅医療の充実のためには、地域の医療連携体制整備が不可欠です。その中で、

急性期病院から在宅医療までのシームレスな医療体制の構築には、急性期病院

がイニシャチブを執る必要性があります。 

大谷看護部長は、看護学全般にわたる幅広い領域で優れた教育・研究能力を有し、

臨床に根ざした実践的な能力に秀でていることや看護協会など県内外の関係諸

機関との連携をスムーズに行い得る、まさに新しい地域看護・介護体制の研究・

構築の適任者です。 

 

 

◆山形大学が行う、「看護学の充実と看護の地域貢献に向けての新たな取り組み」

についてもご紹介いたします。 

 

（お問い合わせ） 

山形大学医学部総務課庶務担当 長岡 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－５００６ 



進化する山形大学医学部看護学科 

 １．キャリアの多様化：助産師課程新設（平成24年４月） 

    ＊看護師・保健師・助産師国家資格取得 

 ２．高度医療を担う看護師養成：在宅がん緩和コース／専門看護師・  

認定看護師相談室（新設） 

 ３．山形県とのネットワーク 
    ＊看護職生涯教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ策定の推進 

    ＊県全体の看護教育の強化と充実（看護実習教育ワークショップ） 

     →看護学科・看護師養成機関・実習病院との教育ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ（Faculty Development） 

 ４．看護学科・看護部の人事交流（配置転換） 

 ⇒「理論と実践知の統合」の理念をさらに発展 

 ５．地域看護学講座教授に現職看護部長が内定（国立大で2例目） 

    ＊在宅医療の充実に必要な急性期医療から回復期医療、療養医療の 

     連携体制の研究開発に、現場での経験（実践知）を活用！ 

    ＊チーム医療の経験者だからできる、医師、看護師、薬剤師、介護士 

     などを巻き込んだ新たな総合的在宅介護システムの構築が可能！ 

  

 

 





看護実習教育ワークショップ 

看護実習教育ワークショップ 
・看護実習の質の向上→学生のモチベーションの向上 

・看護実習の質の均一化 

・看護教育機関、実習担当病院間の情報交換 

（将来のネットワーク構築基盤となる） 

看護教育機関
県内医療機関 看護実習担当者 

看護実習担当者 

看護実習担当者 

看護教育機関
県内医療機関 

看護教育機関
県内医療機関 

山形大学医学部看護学科 

医学部附属病院看護部 

年２回・６時間程度 



今回の人事がもたらすもの （例：在宅看護・介護） 

新たな在宅看護介護実践・研究 

急性期医療 回復期医療 療養医療 

医学部看護学科 

在宅医療 

附属病院のリソースを
有機的に連携活用！ 

訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ 

居宅介護支援事業所 

地域包括支援ｾﾝﾀｰ 

従来の介護実践・研究 

・ シームレスな医療体制の確立 

・ 理論と実践の統合 
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平成２４年１月５日                       

山 形 大 学 

 

『大学入試センター試験』取材に係るお願い  

 

大学入試センター試験の円滑な実施にご協力をお願いします。  

 

 ◇大学入試センター試験の取材につきましては、別添取材要領のとおりとします

ので、取材の際は期限までに各試験場の連絡先に連絡願います。  

 

 ◇小白川地区試験場での当日の撮影取材に当たっては、次のことについて特に留

意願います。 

 

１．１月１４日（土）９時１０分からの試験室撮影取材をされる場合は、インフ

ォメーションセンターに８時５５分までにお集まり願います。  

 

２．車で入構される場合は、北門東口から入り、所定の報道関係者用駐車場（別

紙小白川地区試験場駐車場配置図を参照願います。）に駐車してください。 

なお、正門は受験生の入構のため、車等の乗り入れは禁止となっております。 

 

 

 

 

 

（お問い合わせ） 

山形大学エンロールメント・マネジメント部  

政策課長（入試担当） 今野 

ＴＥＬ：０２３（６２８）４１４１ 

 



 

平成２４年度大学入試センター試験の取材についてのお願い 
－ センター試験の円滑な実施にご協力をお願いします。－ 

 

                                                                    山  形  大  学   

 

１ 報道関係の窓口 

報道関係者への対応は，本学の試験実施本部の広報担当者が行いますので，試験に関する問い合わせ等に 

ついては，エンロールメント・マネジメント部政策課（入試担当）（☎ 023-628-4141(直通))へお願いします。 

 

 

２ 試験場での取材 

    試験場での取材は，あらかじめ許可を得てください。 

  取材の際は，各社記者章を提示し，腕章等で報道関係者であることを明示してください。 

 

 

３ 試験室内での撮影 

   試験室内での撮影は，１月１４日（土）のみとし，試験場責任者の指定する職員の立会いのもとで行って 

ください。 

  (1) 大学入試センター試験の撮影については，１月１２日（木）正午（厳守）までに各試験場責任者の了承を

得てください。 

  ・小白川地区試験場責任者  …  小白川キャンパス長 

      （連絡先：小白川キャンパス事務部教務課学務担当    ☎023-628-4127(直通)） 

    ・工学部試験場責任者  …  工学部長 

      （連絡先：工学部入試担当   ☎0238-26-3013(直通)） 

    ・県立鶴岡中央高等学校試験場責任者  …  農学部長 

      （連絡先：農学部学務担当    ☎0235-28-2808(直通)） 

    ・県立新庄神室産業高等学校試験場責任者  …  東北文教大学入試委員長 

      （連絡先：東北文教大学入試課長    ☎023-688-2296(直通)） 

  (2) １月１４日（土）は，午前８時５５分まで報道関係者控室等に集合してください。 

  (3) 撮影は，試験場責任者が指定した試験室でのみ許可することとします。 

  (4) 撮影時間は，午前９時１０分から１０分以内とします。 

      必ず午前９時２０分には退室してください。 

  (5) 撮影に当たっては，受験者に動揺を与えないよう注意するとともに，試験場責任者の指定する職員の指示

に従ってください。 

  (6) 受験者が特定できるような撮影は，絶対に避けてください。 

(7) 本学が指定する試験室以外の「試験室」及び「試験室のある建物」への立ち入りはできません。 

 

 

４ 障害等のある受験者の取材 

   障害等のある受験者の取材については，あらかじめ本人の了解を得る必要がありますので，試験場責任者の

指示に従ってください。 

 

 

５ 不測の事態発生時の取材について 

    不測の事態が発生して，試験が中止された場合などにおいても，必ず試験場責任者の指定する職員の指示に

従ってください。 

 



 

 

６ 当日の試験実施状況（※）は，以下の時間にエンロールメント・マネジメント部政策課（入試担当）から報

道各社へ FAX 送信予定ですので，円滑な試験実施のため，試験時間中の問い合わせはご遠慮ください。 

発表時間はあくまでも予定ですので，あらかじめご了承ください。 

 

区 分 １月１４日（土） １月１５日（日） 

科 目 
地理歴史, 

公民① 

地理歴史, 

公民② 国語 外国語 
英語 

(ﾘｽﾆﾝｸﾞ) 
理科① 理科② 数学① 数学② 

発表予定 

時間 

10:20 

以降 

13:20 

以降 

16:10 

以降 

18:20 

以降 

10:20 

以降 

13:20 

以降 

16:05 

以降 

（※）志願者数，受験した者の人数，受験しなかった者の人数をお知らせします。 

 

 

７  問題冊子及び科目別正解の発表 

  (1) 問題冊子は，各試験時間終了後に各試験場で配付します。 

  (2) 正解の発表は，試験終了後，大学入試センターにおいて，大学入試センターのホームページを通じて発表

します。 
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プレス通知資料               （概 要） 

                                                                        

平成２４年１月５日 

山 形 大 学 

 

１．国際事業化研究センター談話会『放射性同位元素を用いた癌の診断・治療』 

（概要）◇放射性同位元素（ＲＩ）化合物が、癌組織に特異的に集積する分子設計を行い、そのＲＩ

が透過性の高いガンマ線を放出する核種であれば、ＰＥＴやＳＰＥＣＴなどのカメラにより

検出、画像化することにより癌診断が可能となります。 

◇また、短い距離で大きなエネルギーを失うベータ線やアルファ線を放出する核種であれ

ば、癌細胞を殺傷し、治療を行うことができます。 

◇このような癌の核医学診断・治療について概説し、講師が今日までに行ってきた放射性

薬剤の開発研究の一部を紹介する。 

 

日 時：平成２４年１月６日（金） １０：３０～１１：３０ 

場 所：山形大学国際事業化研究センター セミナーホール（米沢市・工学部キャンパス） 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい。 〕 

 

    問い合わせ：山形大学大学院理工学研究科機械システム工学専攻 幕田 寿典 

            （ＴＥＬ）０２３８－２６－３２５８ 

 

２．工学部荒川サテライトオープンカレッジ２０１２『改革とリーダーシップ』 

（概要）◇若干１７歳にして名門で巨大な組織の改革に挑み、結果的に歴史的な偉業を成し遂げ

た上杉鷹山公から、その改革手法とリーダーシップのあり方を学び、収益の高い会社を

目指します。 

 

日 時：平成２４年１月１４日（土）、２１日（土）、２８日（土） １３：３０～１７：４５ 

場 所：セントラル荒川ビル４階 研修室（東京都荒川区荒川２－１－５） 

対 象：経営者、管理職、リーダー職、総務・人事担当者など２０名 

受講料：７，０００円 ※各回受講の場合は１回３，０００円 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい。 〕 

 

    問い合わせ：山形大学工学部荒川サテライト（セントラル荒川ビル４階） 

            （ＴＥＬ）０３－６８０６－７９０１ 

 

 



３．（ＮＰＯ）Ｙ－ＭＯＴネットワーク『イブニングサロン in ＹＯＮＥＺＡＷＡ』 

（概要）◇シーズやニーズの出会いの場！！新しいタイプの異業種・交流を体験しましょう。 

 

日 時：平成２４年１月１８日（水） １８：００～１９：３０ 

場 所：山形大学工学部米沢街中サテライトキャンパス（米沢市門東町３－１－４７） 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい。 〕 

 

    問い合わせ： NPO法人 Ｙ－ＭＯＴネットワーク事務局 

            （ＴＥＬ）０２３８－４０－０７６１ 

 

４．大学コンソーシアムやまがた『やまがた夜話』（１月分、２月分） 

（テーマ）『最上川学編』 

 

      ◆日 時：平成２４年１月１８日（水） １８：３０～１９：３０ 

 「最上川の地形景観」 

阿子島 功 氏（福島大学･特任教授） 

      ◆日 時：平成２４年１月２５日（水） １８：３０～１９：３０ 

    「最上川流域の歴史」 

伊藤 清郎 （山形大学･教授） 

◇日 時：平成２４年２月 １日（水） １８：３０～１９：３０ 

    「美しいやまがた・最上川フォーラムの活動について」 

柴田 洋雄 氏（放送大学山形学習センター・所長） 

      ◇日 時：平成２４年２月 ８日（水） １８：３０～１９：３０ 

 「最上川舟運の歴史と特色」 

横山 昭男 氏（山形大学･名誉教授） 

      ◇日 時：平成２４年２月１５日（水） １８：３０～１９：３０ 

    「古代の最上川と地域社会」 

山田 充昭 氏（鶴岡工業高等専門学校･准教授） 

◇日 時：平成２４年２月２２日（水） １８：３０～１９：３０ 

    「最上川の水質と環境」 

佐藤 五郎 氏（米沢中央高校･副校長） 

◇日 時：平成２４年２月２９日（水） １８：３０～１９：３０ 

    「最上川流域のむらづくり」 

大川 健嗣 氏（東北文教大学･教授） 

 

場 所：ゆうキャンパス・ステーション（山形市：山形むらきさわビル１階） 

対 象：高校生・学生・一般市民 ５０名 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

 

    問い合わせ：大学コンソーシアムやまがた事務局 

            （ＴＥＬ）０２３－６２８－４８４２ 

 



５．入試直前相談会 

（概要）◇受験生とその保護者の方、高校の先生、入試関係者の方々の入試に関する疑問を解

決します。山形大学全学部の入試担当教職員が参加いたします。 

◇仙台会場（１／２１）では、「宮城教育大学」、「福島大学」の相談ブースも設置します。 

 

【仙台会場】 

日 時：平成２４年１月２１日（土） １３：３０～１６：００ 

場 所：トラストシティカンファレンス・仙台（仙台市青葉区一番町 1-9-1） 

【山形会場】 

日 時：平成２４年１月２２日（日） １３：００～１５：００ 

場 所：山形大学理学部１階１１～１４番講義室（山形市・小白川キャンパス） 

【内  容】 

・大学概要等説明  仙台会場／１３：３０～１３：５５ 

山形会場／１３：００～１３：２５ 

・各学部個別相談コーナー 

・在学生相談コーナー 

・資料配付コーナー（願書配付） 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

 

問い合わせ：山形大学エンロールメント・マネジメント部政策課（ＥＭ担当） 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４０６３ 

 

６．これまでの学長定例会見でお知らせをしたもので開催がせまっているイベント 

  当日の取材をよろしくお願いいたします。 

    

   ○ 国際事業化研究センター「まちづくり談話会」・もっとみらいコンソーシアム研究会 

『震災後の観光地の方向性』 

 

日 時：平成２４年１月２６日（木） １４：００～１５：３０ 

場 所：山形大学工学部米沢街中サテライトキャンパス（米沢市門東町３－１－４７） 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい。 〕 

 

        問い合わせ： “もっとみらい”コンソーシアム事務局 

             （ＴＥＬ）０２３８－２６－３６２２ 

 

 

 

 



   ○山形大学合同企業説明会 

 

日 時：平成２４年１月２８日（土）・２９日（日） １３：００～１７：００ 

場 所：山形国際ホテル 平成の間（山形市香澄町３－４－５） 

参加予定企業：１月２８日 ９４社、１月２９日 ９２社 

          （※ 参加予定企業は変更になる可能性があります。） 

主な内容：個別ブースによる企業説明、就職支援企業による就職相談 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

 

問い合わせ：山形大学小白川キャンパス事務部 就職課 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４１２８・４１２９・４１３４ 

 

   ○エンロールメント・マネジメント部『浦戸諸島桂島観光復興支援ツアー』 

 

日 時：【第二回】平成２４年 １月２８日（土）～２９日（日） 

【第三回】平成２４年 ２月１８日（土）～１９日（日） 

【第四回】平成２４年 ３月２４日（土）～２５日（日） 

 ※１泊２日４食（１日目昼夕、２日目朝昼） 各先着１６名 

参加料：大人１１，８００円（小人９，８００円） 

  〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい。〕 

 

    問い合わせ：山形大学エンロールメント・マネジメント部 福島 

            （ＴＥＬ）０２３－６２８－４０６１ 

 

   ○文部科学省・山形大学 共同イベント『藤沢周平の江戸・東京』 

 

日 時：平成２４年１月６日（金）１３：００～１６：００ 

場 所：文部科学省「情報ひろば ラウンジ」 

      （東京都千代田区霞が関 3-2-2 旧文部省庁舎１階） 

  〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい。〕 

 

    問い合わせ：山形大学総務部広報室 

            （ＴＥＬ）０２３－６２８－４００８ 

 

   ○工学部『第３回 雪合戦大会』 

 

日 時：平成２４年２月１１日(土)  

場 所：工学部グラウンド（米沢市・工学部キャンパス） 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

 

問い合わせ：雪合戦実行委員会代表 市川 光 

（E-mail）kou411.oid@gmail.com 

 



 Contact：機械システム工学専攻  幕田 寿典 （内線：3258） 

第５８回 国際事業化研究センター談話会 
 

 『放射性同位元素を用いた癌の診断・治療』 
 

金沢大学大学院自然科学研究科 

                 准教授 小川 数馬 氏 

○日 時：2012年1月6日（金） 10：30～11：30   
○場 所：山形大学工学部 国際事業化研究センター 
        （旧ＶＢＬ棟） 3階 セミナーホール 

概 要 ：放射性同位元素(RI)で標識した化合物が癌組織に特異的に集積する
分子設計を行いこの際に用いているRIが透過性の高いガンマ線を放出する
核種であれば外部からPETやSPECTなどのカメラにより検出、画像化すること
により癌診断が可能となる。また、短い距離で大きなエネルギーを失うベータ
線やアルファ線を放出する核種であれば、癌細胞を殺傷し、治療を行うことが
できる。このような癌の核医学診断・治療について概説し、演者の今日までに
行ってきた放射性薬剤の開発研究の一部を紹介する。 



「「改革とリーダーシップ改革とリーダーシップ」」

～～～～～～～～ 事業革新事業革新事業革新事業革新・・・・経営改革経営改革経営改革経営改革のののの方法方法方法方法ととととリーダーシップリーダーシップリーダーシップリーダーシップのありのありのありのあり方方方方事業革新事業革新事業革新事業革新・・・・経営改革経営改革経営改革経営改革のののの方法方法方法方法ととととリーダーシップリーダーシップリーダーシップリーダーシップのありのありのありのあり方方方方 ～～～～～～～～

1月14日日日日（（（（土土土土）））） 、、、、21日日日日((((土土土土）、）、）、）、28日日日日（（（（土土土土））））

１３１３１３１３：：：：３０３０３０３０ －－－－ １７１７１７１７：：：：４５４５４５４５

セントラルセントラルセントラルセントラル荒川荒川荒川荒川ビルビルビルビル４４４４階階階階 研修室研修室研修室研修室

（荒川区荒川２－１－５）

２０２０２０２０名名名名 （先着順受付）

７７７７，，，，００００００００００００円円円円 当日受付にてお支払いください

※ 全3回通して受講の場合は7,000円、

各回受講の場合は1回3,000円

経営者

管理職、リーダー職

総務・人事担当者

当該テーマに関心の有る方 etc…

主 催 国立大学法人 山形大学工学部

場所場所場所場所

日時日時日時日時

受講料受講料受講料受講料

定員定員定員定員

荒川区内企業荒川区内企業荒川区内企業荒川区内企業のののの受講者受講者受講者受講者のののの

皆様皆様皆様皆様はははは、、、、受講料支援制度受講料支援制度受講料支援制度受講料支援制度にににに

よりよりよりより半額半額半額半額となりますとなりますとなりますとなります

（Ｈ（Ｈ（Ｈ（Ｈ２３２３２３２３度度度度セミナーセミナーセミナーセミナー････研修受講補助事業研修受講補助事業研修受講補助事業研修受講補助事業））））

対象対象対象対象

Yamagata UniversityYamagata University オープンカレッジ２０１２オープンカレッジ２０１２

・山形大学大学院教授

（ものづくり技術経営学専攻副専攻長）

・山形大学工学部 荒川サテライト長

・大前研一のアタッカーズビジネススクール講師

・マーケティング研究協会 講師

・事業開発コンサルタント ㈱フロイデ パートナー

・商店活性化研究会 会長

・博士（工学・早稲田大学）

・東京都青梅市出身。大手企業で建築・橋梁の構造エンジニア／デザイナーとして活躍し、レインボーブリッジなど多数の作品を世に

残す。その後、企画部門に異動し、新規事業企画や社内改革で大きな実績をあげるとともに、ベンチャー企業の設立と経営を経験。

2005年11月より現職。

・市場創造，事業戦略，ビジネスモデル，イノベーションならびに人材育成法など技術経営学分野が専門。また、多くの企業でビジネ

スモデルの構築や新規事業企画、ならびに社員教育を手掛けている。

・著書：「新版ビジネスプランニングの達人になる法」（PHP研究所）

「学者になるか、起業家になるか －理系の未来は明るい－] （共著：PHP研究所）ほか

【【【【講師講師講師講師プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール】】】】

志村志村志村志村 勉勉勉勉（（（（しむらしむらしむらしむら つとむつとむつとむつとむ））））

講師よりひとこと：

ＣＤ教材「上杉鷹山の経営改革 人を

動かす人を活かす」（童門冬ニ監修／Ｐ

ＨＰ研究所）を使って楽しく学びます。

教材（ドラマ仕立て）を聞き、講師の解

説と受講者の皆さんとの討議により、考

え方や理解を深めていきます。

また、各回の後半１時間半程度を利用し

て、経営改革に必要な「プロジェクト・

マネジメント」，「課題発見・解決法」

ならびに「人材育成法」など、現在の経

営学における最新の理論を使った、実用

的な手法を学んでいただきます。

なんとか収益の高い会社にしたい。そのためには、事業の革新とともに社員の意識や

社内環境を変える必要があるはず。しかし、様々な事情から簡単には進められない

のが、多くの会社の実情ではないでしょうか。

上杉家はご存知の通り、かの上杉謙信が築いて繁栄した大きな組織でした。しかし、

その後、藩の経営の失策から日本で最も貧しい藩と呼ばれるところまで落ちました。

そんな藩の窮地を救ったのが上杉鷹山公。人づくりを着実に進め、藩の改革を成功さ

せました。元アメリカ大統領の故J.F.ケネディーが最も尊敬する日本人に挙げたとされ

る行政、経営の名手です。

上杉鷹山公

若干若干若干若干１７１７１７１７歳歳歳歳にしてにしてにしてにして名門名門名門名門でででで巨大巨大巨大巨大なななな組織組織組織組織のののの改革改革改革改革にににに挑挑挑挑みみみみ、、、、結果的結果的結果的結果的にににに歴史的歴史的歴史的歴史的なななな偉業偉業偉業偉業をををを成成成成しししし遂遂遂遂げたげたげたげた

上杉鷹山公上杉鷹山公上杉鷹山公上杉鷹山公からからからから、、、、そのそのそのその改革手法改革手法改革手法改革手法ととととリーダーシップリーダーシップリーダーシップリーダーシップのありのありのありのあり方方方方をををを学学学学びびびび、、、、収益収益収益収益のののの高高高高いいいい会社会社会社会社をををを目指目指目指目指しますしますしますします。。。。

名君名君名君名君 上杉鷹山上杉鷹山上杉鷹山上杉鷹山はははは、、、、どうやってどうやってどうやってどうやって極貧極貧極貧極貧のののの藩藩藩藩をををを救救救救ったのかったのかったのかったのかーーーー。。。。

山形大学山形大学山形大学山形大学



●● 受講申込書受講申込書 お申込は、お申込は、FaxFaxまたはまたはEE--mailmailにて以下の内容をお知らせください。にて以下の内容をお知らせください。

申込申込申込申込先先先先

＊ 各回のみの受講も受け付けますが、定員に達した場合は全3回受講希望者を優先し、申し込み後にお断りさせていただく場合も

ございます。予めご了承ください。

＊ 荒川区の皆様：H23セミナー･研修受講支援補助事業により、受講料の２分の１の補助が受けられます。

＊ 受講をキャンセルされる場合、既にお支払いされた受講料は返金いたしませんので御了承ください。

Fax 03-6806-7902

＜＜＜＜おおおお問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ＞＞＞＞

工学部荒川サテライト

〒116-0002 荒川区荒川 2-1-5 セントラル荒川ビル４階

TEL 03-6806-7901 FAX 03-6806-7902

E-mail: arakawa@jm.kj.yamagata-u.ac.jp

URL: http://st-arakawa.yz.yamagata-u.ac.jp

山形大学山形大学山形大学山形大学

セントラルセントラルセントラルセントラル荒川荒川荒川荒川ビルビルビルビル

４４４４階階階階

□ 第3回3,000円

□ 第2回3,000円

□ 第1回3,000円

□ 全3回受講

7,000円

第1回上杉鷹山の経営改革（１）＆プロジェクト・マネジメント入門

お

申

し

込

み

内

容

職名

受講ご希望回 ＆ 受講料

（ □ にチェック � してください ）

電話

第2回上杉鷹山の経営改革（２）＆課題発見･解決法

テ ー マ

参加者名

ふりがな

会社名

団体名

ご連絡先

〒

E-mail

第３回上杉鷹山の経営改革（３）＆人材育成法

申込申込申込申込締切締切締切締切 1月月月月10日日日日（（（（火火火火））））

Yamagata UniversityYamagata University オープンカレッジ２０１２オープンカレッジ２０１２

■■■■第第第第１１１１回回回回 １１１１月月月月１４１４１４１４日日日日（（（（土土土土））））

・13時30分 ～ 16時00分 上杉鷹山上杉鷹山上杉鷹山上杉鷹山のののの経営改革経営改革経営改革経営改革（（（（１１１１）））） 「「「「熱意熱意熱意熱意をををを持持持持てててて」」」」

改革プロジェクトの発足・改革プランの発表 ○エピソード：「改革とは、経営を変えるだけでなく、経営を行なう人間が変わることなのだ」

という鷹山の基本の考え方をご紹介しています。（ＰＨＰ研究所 教材の解説をアレンジ）

・16時15分 ～ 17時30分 プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト・・・・マネジメントマネジメントマネジメントマネジメント入門入門入門入門

プロジェクトとは何か？・プロジェクトに向くテーマ・プロジェクト・マネジメントの方法・コミュニケーションの方法と討議法・プロジェクトの成功

の条件など

■■■■第第第第２２２２回回回回 １１１１月月月月２１２１２１２１日日日日（（（（土土土土））））

・13時30分 ～ 16時00分 上杉鷹山上杉鷹山上杉鷹山上杉鷹山のののの経営改革経営改革経営改革経営改革（（（（２２２２）））） 「「「「部下部下部下部下をををを燃燃燃燃ええええ立立立立たせろたせろたせろたせろ」」」」

産業振興策・改革の火種・人材育成 ○エピソード：米沢藩主として藩政をとりしきった鷹山の前には、彼の改革をよしとしなかった反対

派の家臣が……。「お前たちは米沢 藩をよく知っているがゆえに、かえって物事が見えないのだ。できない理由より、どうすればできるか

を考えようではないか」と、家臣への意識改革をはかった。（ＰＨＰ研究所 教材の解説をアレンジ）

・16時15分 ～ 17時30分 課題発見課題発見課題発見課題発見・・・・解決法解決法解決法解決法

そもそも課題とは何か？課題を発見し解決するためのアプローチ・ゼロベース 思考法・仮説思考法・MECEの手法・ロジックツリーなど

■■■■第第第第３３３３回回回回 １１１１月月月月２８２８２８２８日日日日（（（（土土土土））））

・13時30分 ～ 16時00分 上杉鷹山上杉鷹山上杉鷹山上杉鷹山のののの経営改革経営改革経営改革経営改革（（（（３３３３）））） 「「「「愛愛愛愛をををを持持持持ってってってって生生生生きよきよきよきよ」」」」

七家騒動（改革の危機）・人君の心得三カ条・棒杭の商い（信じあえる組織） ○エピソード：上杉鷹山の経営改革は実に見事な形で

結実しました。「どんなに時間がかかろうと、反対があろうと、私は清い政治を貫く。米沢を再び濁った沼にしてはならぬ。それは領民

（顧客）のためである。改革は領民（顧客）のために行なっているのだ」と、領民（顧客）への愛情を根底に改革していった。（ＰＨＰ研究所

教材の解説をアレンジ）

・16時15分 ～ 17時30分 人材育成法人材育成法人材育成法人材育成法

自立型自在と依存型人材の違い・依存型人材が育つプロセス・自立型人材の育成法・動機づけ・意識改革・メンターリングマネジメントなど

講座講座講座講座のののの概要概要概要概要



シーズやニーズの出会いの場！！ 

新しいタイプの異業種・交流を体験しましょう     
飲み物片手に、情報収集・交換をしませんか 

 主催 ：（ＮＰＯ）Ｙ－ＭＯＴネットワーク（山形大学ものづくり技術経営学専攻支援組織）      
この事業は、財団法人東北活性化研究センターからの助成を受けて実施しています。 

準備の都合上 １月１３日までお申し込みください。 
                               申し込み ： E-mail：齋藤 真幸 m-saito@ypoint.jp                                      
渡邉 毅     watanabe@srk.jp 

    第８回 

【内 容】 

 ①｢福島から米沢へ避難、その中で立ち上げた子育てサークル」 

         育児サロン ももりん代表           照井 氏・白坂 氏      

 ②「震災救援・復興支援におけるボランティアの取り組み」 

         山形大学大学院理工学研究科 准教授      綾部 誠 氏      

 ③「放射能と放射線について」 

     ㈱ Ｉ Ｈ Ｉ 主席技監（理博・第一種放射線取扱主任者）   綾部統夫 氏    

 ④「米沢市の受入対応と支援策について」 

       米沢市出前講座 総務課危機管理室主管      細谷圭一 氏 

 

＊フリーデスカッション・情報交換・他 
            コーデネーター(M-3)                浅間秀蔵 氏 

＊参加費：  ￥１０００円 （資料代・飲み物代他） 

日 時：平成２４年１月１８日（水） １８：００～１９：３０ 

会 場：山形大学街中サテライト（大沼デパート前） 米沢市門東町3-1-47                         
平和通り駐車場を御利用下さい、駐車券を発行します。 

 がんばろう東北！ 東日本大震災を考える！（その２） 



問合わせ先・申し込み先 

ＦＡＸ：０２３８－４０－０７６５ ＴＥＬ：０２３８-４０-０７６１ 

〒992-0039 米沢市門東町３丁目１番４７号                          
山形大学工学部街中サテライト内 

         NPO法人 Ｙ－ＭＯＴネットワーク事務局 宛 

 

 

【参加申込書】 (どうぞ、お早目にお申し込み願います。) 

申込締切日：平成24年 １月 13日（金） 

ご所属（会社名） 

ご連絡先 〒 

電話番号      ＦＡＸ番号 
 

ご氏名（ふりがな）      ご氏名（ふりがな） 

ご氏名（ふりがな）      ご氏名（ふりがな） 

ご氏名（ふりがな）      ご氏名（ふりがな） 

ご氏名（ふりがな）      ご氏名（ふりがな） 

ご氏名（ふりがな）      ご氏名（ふりがな） 



１月１８日（水）
阿子島　功 氏（福島大学･特任教授）
「最上川の地形景観」

１月２５日（水）
伊藤　清郎 氏（山形大学･教授）

「最上川流域の歴史」

２月　１日（水）
柴田　洋雄 氏（放送大学山形学習センター・所長）
「美しいやまがた・最上川フォーラムの活動について」

２月　８日（水）
横山　昭男 氏（山形大学･名誉教授）
「最上川舟運の歴史と特色」

２月１５日（水）
山田　充昭 氏（鶴岡工業高等専門学校･准教授）
「古代の最上川と地域社会」

２月２２日（水）
佐藤　五郎 氏（米沢中央高校･副校長）
「最上川の水質と環境」

２月２９日（水）
大川　健嗣 氏（東北文教大学･教授）
「最上川流域のむらづくり」

会　場

お 申 込

ゆうキャンパス・ステーション
（山形むらきさわビル１階）

電話、ゆうキャンパスHP又はチラシ
裏面の参加申込書に必要事項をご記
入の上、ＦＡＸ、郵送、メール等で
お申し込みください。

定員：50名入場無料

高校生・学生・一般市民

大学コンソーシアムやまがた

アクセス

山形駅東口より徒歩１分。

平成２４年

主　催

対　象

18:30-19:30

18:30-19:30

18:30-19:30

18:30-19:30

18:30-19:30

18:30-19:30

18:30-19:30



参加日

住所

氏名

連絡先 TEL

E-mail

所属

〒　

お申込み・お問合せ先

必要事項を明記の上、下記宛 FAX・郵送または E-mail にてお申し込み下さい。
みなさんのご参加をお待ちしております。

学生の方は学校名を記入

参加申込書

受講申込者が多数の場合は、お手数ですが参加申込書をコピーしてご利用ください。　          
この申込書にご記入いただいた情報は、今回の講座を受講するために必要な事務連絡等に      
使用するとともに、参加者名簿の作成にのみ使用させていただきます。                                    

申込締切日：それぞれの夜話前日までにお申込をお願いいたします。 

参加日を○で囲んでください。

〒990-0039　山形市香澄町1-3-15　山形むらきさわビル１階
 pj.ca.u-atagamay.jk.mj@nocinu：liam-E  0284-826-320：XAF　2484-826-320：LET

大学コンソーシアムやまがた　ゆうキャンパス・ステーション

やまがた夜話
～最上川学編～

１月１８日（水）     阿子島　功 氏

１月２５日（水）     伊藤　清郎 氏

２月　１日（水）     柴田　洋雄 氏

２月　８日（水）     横山　昭男 氏

２月１５日（水）   　山田　充昭 氏

２月２２日（水）　   佐藤　五郎 氏

２月２９日（水）　   大川　健嗣 氏

P

P

P

P

山形むらきさわビル１Ｆ

山形市営
駐車場

S-PAL

ファミリーマート
コンフォートホテル
山形

十字屋

ロータリーJ
R
山
形
駅





国際事業化研究センターまちづくり談話会 
もっとみらいコンソーシアム研究会 

震災後の観光地の方向性 
 
 

株式会社日本総合研究所 総合研究部門 上席主任研究員  
首都大学東京 都市環境学研究科観光科学域 特任准教授 

矢ケ崎 紀子 氏 

日 時 ： 2012年１月26日（木）14：00～15：30 
場 所 ： ものづくり・ひとづくりキャンパス（街中サテライト） 

【共催】 

              
申し込み先： “もっとみらい”コンソーシアム事務局（電話：0238-26-3622） 

               
 
              

                           

 東日本大震災以降、東北地方の観光地は大きな影響をうけています。これまでも観
光は、災害や新型インフルエンザなど外部要因に多大な影響を受けるリスクの大きな
産業です。しかしこのような外部の影響にめげない観光地があるのも事実です。震災
以降、めげない観光地の特徴が見えてきました。 

 今回のご講演では、めげない観光地のポイントをデータや事例を交えながらわかりや
すくお話いただきます。 

 この機会にリスクに強く、かつ魅力的な観光地域づくりを一緒に考えてみませんか？ 





山形大学学生プレゼンツ

浦戸諸島桂島観光復興支援ツアー
山形大学学生プレゼンツ

浦戸諸島桂島観光復興支援ツアー

1 泊 2日  4 食   各先着 16 名様1泊 2日  4 食   各先着 16 名様
第一回   2011 年 12 月 23 日 ( 金 ) ～ 24 日 ( 土 )
第二回   2012 年   1  月 28 日 ( 土 ) ～ 29 日 ( 日 )
第三回   2012 年   2  月 18 日 ( 土 ) ～ 19 日 ( 日 )
第四回   2012 年   3 月  24 日 ( 土 ) ～ 25 日 ( 日 )

第一回   2011 年 12 月 23 日 ( 金 ) ～ 24 日 ( 土 )
第二回   2012 年   1  月 28 日 ( 土 ) ～ 29 日 ( 日 )
第三回   2012 年   2  月 18 日 ( 土 ) ～ 19 日 ( 日 )
第四回   2012 年   3 月  24 日 ( 土 ) ～ 25 日 ( 日 )

大人お一人様 11,800円
   ( 小人お一人様 9,800 円 )
大人お一人様 11,800円
   ( 小人お一人様 9,800 円 )

人の強さ、あたたかさを、あなた自身で感じてみませんか。人の強さ、あたたかさを、あなた自身で感じてみませんか。

● お問い合わせ
山形大学浦戸諸島観光再生プロジェクト
代表　近藤瞳
TEL  : 080-1166-7644
Mail : fbfsh147@ybb.ne.jp
副代表　桃井侯樹
TEL  : 090-7665-8498
Mail : momoo1016@gmail.com

● お申し込み
募集型企画旅行　( 有 ) 山形 E旅
〒990 - 0811　山形県山形市長町 4 - 5 - 43
総合旅行業務取扱管理者 : 金田史生
TEL  : 023-681-3139
FAX : 023-681-3159
Mail : mail@yamagata-etabi.com
営業時間 : 月～土曜日 9:30 ～ 17:30
定休日 : 日曜・祝祭日
登録番号 : 山形県知事登録旅行業第 2-237 号
加盟団体 : 社団法人 全国旅行業協会

　ご注意事項

○往復バスには山形大学震災復興ボランティアチームの学生も同乗させていただいております。
　宜しければ、現役大学生とのコミュニケーションもお楽しみください。
○民宿での宿泊となりますので、原則同性別に相部屋になりますこと、何卒ご了承ください。
　ただし、3～ 5名様のご家族やカップルのお客様は一室でのご利用を確約いたします。
○民宿にはアメニティー ( 歯ブラシ、タオル等 )、浴衣がございません。ご持参いただくようお願い申し上げます。
○夕食時にアルコール等をご希望の場合は、各自にてご用意願います。
○食事条件 : 1 日目 昼 夕　　2日目 朝 昼　　○最小催行人数 : 10 人　　
○添乗員・バスガイド : 同行しませんが、山形大学学生がサポートいたします。
○料金に含まれるもの : 上記に明記された食事代、乗船券代、有料道路代、貸切バス代、宿泊代
○料金に含まれないもの : 個人的性質の諸費用、その他上記以外
○天候や道路交通事情等により、コース・時刻が変更となる場合がございます。ご了承ください。
○お申込み :第一回 12/17、第二回 1/20、第三回 2/10、第四回 3/17 まで にお電話かメールにてお願いいたします。
○その他については、お申込み時にお渡しする旅行取引条件説明書面にてご確認ください。

◎取消料規定
旅行開始日の前日から起算して 20 日前から 8日前まで
旅行開始日の前日から起算して 7日前から 2日前まで
旅行開始日の前日
旅行開始日
旅行開始後または無連絡不参加

…料金の 20%
…料金の 30%
…料金の 40%
…料金の 50％
…料金の 100％

● 1 日目

6:15 ~ 40　山形発 各出発場所
　　   6:15 発  山形駅東口バスロータリー
　　   6:30 発  山形大学小白川キャンパス正門
　　   6:35 発  山形県庁前バス停
　　   6:40 発  山形蔵王インターチェンジ前

9:00　  出港 ( 塩釜マリンゲート発 )

9:30　  桂島桟橋到着

10:00　ハイキング

12:00　昼食

13:30　自由時間
　　( ご希望で左記のオプションもございます )

18:00　夕食会 ( 宿泊場所、民宿武山荘にて )

20:00　星空観測 ( 希望者のみ、晴天時 )

● 2 日目

5:30　  日の出鑑賞 ( 希望者のみ、晴天時 )

7:30　  朝食

9:00　  自由時間
　　( ご希望で左記のオプションもございます )

11:00　牡蠣養殖体験

　　　  昼食

14:39　桂島桟橋発

15:05　帰港 ( 塩釜マリンゲート着 )

17:30 ~ 50　山形着 各解散場所
　　( 蔵王インター ⇒ 県庁前 ⇒ 山大 ⇒ 山形駅 )

～　日　程　～

体体
験験
無料オプション無料オプション

大切なあの人へ 。
ホタテの貝殻で手紙を贈る
大切なあの人へ 。
ホタテの貝殻で手紙を贈る

桂島のお手伝い！！
ボランティア活動
桂島のお手伝い！！
ボランティア活動

お食事に、旬の
美味しい牡蠣を堪能！
お食事に、旬の
美味しい牡蠣を堪能！

等々…
ここだけの体験を！

等々…
ここだけの体験を！



住　所
〒

所　属

ふりがな Tel：
お名前 携帯：

参加方法  　 　 　 文学散歩 + 講演　　　講 演 の み E-mail：
山形大学からの連絡を希望する方法 郵　送　　　　ご自宅電話　　　　携帯電話　　　　Eメール

※今回記載していただいた個人情報は、この催しに関する事務処理のみに使用いたします。※文学散歩は、安全な道・場所を引率者が配慮の上案内いたしますが、
参加は自己の責任でお願いいたします。（仮に自己の責任に基づく事故・怪我等があった場合、主催者側は責任を負いかねます。）

藤沢周平の江戸・東京 申込書
必要事項をご記入の上、ファックスにてお申し込みください。Eメールでのお申し込みも受け付けております。 E-mail：koho@jm.kj.yamagata-u.ac.jp

Fax：023-628-4013

主 催 ◎ 文部科学省、山形大学

お問合せ ◎ 文部科学省大臣官房総務課広報室事業第二係  TEL：03-6734-2170／山形大学 総務部広報室  TEL：023-628-4008

   
藤
沢
周
平
の

 
江
戸
・

東
京

 文部科学省

「情報ひろば ラウンジフォーラムⅢ」
今年度3回目となる文部科学省「情報ひろば ラウンジフォーラム」は、山形大学

地域教育文化学部の前身である山形師範学校の卒業生、作家 藤沢周平氏を取り

上げます。藤沢作品をはじめ多くの文学作品と歴史的事件の舞台となった江戸

の面影残る東京で文学散歩と藤沢文学研究者による講演会をお楽しみください。

平
成
24
年
１
月
６
日
㊎ 

13
時
～
16
時

　
　
　
　
　

  

文
学
散
歩 
藤
沢
作
品
の
舞
台
を
歩
く  

虎
の
門
・
桜
田
門
界
隈

　
　
　
　
　

 

文
部
科
学
省
～
三
年
坂
～
大
岡
越
前
守
邸
跡
～
上
杉
家
上
屋
敷
跡
～
桜
田
門
～
井
伊
直
弼
邸
跡
～
山
王
日
枝
神
社
～

　
　
　
　
　

赤
坂
溜
池
跡
～
汐
見
坂
～
虎
ノ
門
跡
～
文
部
科
学
省
（
悪
天
候
の
場
合
、コ
ー
ス
を
一
部
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

［
開
催
時
間
］

13
時（
集
合
）
～
14
時
30
分

［
集
合
場
所
］
文
部
科
学
省「
情
報
ひ
ろ
ば 

ラ
ウ
ン
ジ
」（
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
３-

２-

２
旧
文
部
省
庁
舎
１
階
）

［
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

］
山
形
大
学
基
盤
教
育
院 

教
授 

山や
ま

本も
と 
陽は

る

史ふ
み

［
内　
　

容
］  

藤
沢
作
品
の
舞
台
と
な
っ
た
、虎
ノ
門
、桜
田
門
界
隈
を
歩
き
、

　
　
　
　

藤
沢
文
学
の
世
界
と
、今
も
残
る
江
戸
の
名
残
を
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
の　
　
　
　
　

　
　
　
　

案
内
で
探
訪
し
ま
す
。松
の
内
１
月
６
日
、文
学
散
歩
の
道
す
が
ら
、

　
　
　
　

山
王
日
枝
神
社
で
の
初
詣
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　

  

講
演 

藤
沢
周
平
が
描
い
た
江
戸
・
東
京

　
　
　
　
　

暖
か
い
飲
み
物
で
、文
学
散
歩
で
冷
え
た
体
を
温
め
な
が
ら
、

　
　
　
　
　

講
演
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

［
開
催
時
間
］

14
時
4５
分
～
16
時

［
会　
　

場
］
文
部
科
学
省「
情
報
ひ
ろ
ば 

ラ
ウ
ン
ジ
」

　
　
　
　
（
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
３-

２-

２
旧
文
部
省
庁
舎
１
階
） 

［
講　
　

師
］
山
形
大
学
基
盤
教
育
院 

教
授 

山や
ま

本も
と 

陽は
る

史ふ
み

第
一
部

第
二
部

※
参
加
費
無
料  

※
定
員
に
な
り
次
第
、締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

先
着
40
名

先
着
100
名

文
学
散
歩

講 

演

参
加
者

募
集

霞ヶ関コモンゲート

霞ヶ関コモンゲート

中央広場

アネックス

文部科学省
新庁舎
エントランス2F

東館
ラウンジ
1F

地下鉄  虎ノ門駅
11番出口

3F西館

展
示
室

桜
田
通
り

霞
が
関
ビ
ル



雪合戦実行委員会

1チーム 10名
(選手7名・補欠2名・監督1名、最小7名でも参加可能)

※条件

チーム内の3名が審判講習会を受け、

当日、他チームの試合の審判をして頂きます。

審判講習会の日は改めて連絡します。

募集チーム募集チーム募集チーム募集チーム

※山形大学オリジナルルールで行います

・時間内に相手チームのフラッグを抜いた時点で勝利

・雪球により相手チーム全員を倒した時点で勝利

・3分3セットマッチ、2セット先取で勝利

・雪球は、1チーム1セット45個

ルールルールルールルール

雪合戦実行委員会代表 市川 光

Mail：kou411.oid@gmail.com

質問・お問い合わせ先質問・お問い合わせ先質問・お問い合わせ先質問・お問い合わせ先

雪合戦実行委員会では、実行委員の募集も行っています。

イベントをやってみたい！何かしてみたい！今からでも大丈夫です！

興味ある方は『質問・お問い合わせ先』の連絡先までご連絡ください！

実行委員募集中実行委員募集中実行委員募集中実行委員募集中

参加者募集中参加者募集中参加者募集中参加者募集中

だぞう！！だぞう！！だぞう！！だぞう！！

＊提出場所＊

小白川小白川小白川小白川キャンパスキャンパスキャンパスキャンパス

学生センター課外活動担当

米沢米沢米沢米沢キャンパスキャンパスキャンパスキャンパス

学生サポートセンター

鶴岡鶴岡鶴岡鶴岡キャンパスキャンパスキャンパスキャンパス

農学部学務担当

＊提出期限＊

12月月月月20日日日日(火火火火)17時時時時までまでまでまで

時間厳守！

申込場所・期限申込場所・期限申込場所・期限申込場所・期限



 

第３回 山形大学６学部対抗雪合戦大会 参加申込書 

 

提出期限：１２月２０日(火)  １７時まで（厳守） 

チーム名                                          

代表者 氏名                         副代表者 氏名                      

学科・専攻                            学科・専攻               

℡                                    ℡                        
 

保険をかけるときに必要なので、チームの選手全員の氏名、性別、年齢（大会当日の年齢）を正

確に記入してください。審判講習会に参加する方は、番号のところに○を付けてください（三名

以上）。監の欄に監督、1～7の欄に選手、補の欄に補欠の方の氏名等を記入してください。 

 

 

 

 

 

 
番
号 

フリガナ 

性別 年齢 
 

番
号 

フリガナ 

性別 年齢 
氏名 氏名 

監 
   

５ 
   

  

１ 
   

６ 
   

  

２ 
   

７ 
   

  

３ 
   

補 
   

  

４ 
   

補 
   

 
 

※ 個人情報は雪合戦実行委員会で厳重に保管し、学部対抗雪合戦大会にのみ使用いたします。  


